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担当講義 教養展開科目「地球環境とリモートセンシング」（CEReS 全教員）前期木曜 2限 

大学院融合科学研究科・情報科学専攻画像マテリアル/知能情報コース 

「リモートセンシング基礎情報論」（分担）前期木曜 5限 

「リモートセンシング工学特論」（分担）後期木曜 5限 

研究概要 実験場での計測やラジオコントロールヘリコプタ（RC ヘリ）を用いた現地観測

を実施し、二方向性反射特性とバイオマスのデータベースを構築し、バイオマ

ス推定に関わるアルゴリズム開発の基礎情報とする。また、RC ヘリを用いた現



地観測により開発したアルゴリズムの検証を実施する。開発したアルゴリズム

を衛星データに適用した全球処理と時系列解析システム開発を行うことにより、

広域でのアルゴリズム検証を行う。また、完成したアルゴリズムを次世代の衛

星計画に繁栄するなどの普及と実利用の促進を行う。 

   


